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（敬称略）令和3年度 島根県PTA連合会役員

審査結果（島根県審査）入賞作品（10点）

第43回（令和3年度）全国小・中学校PTA広報紙コンクール第43回（令和3年度）全国小・中学校PTA広報紙コンクール第43回（令和3年度）全国小・中学校PTA広報紙コンクール第43回（令和3年度）全国小・中学校PTA広報紙コンクール
第1次審査（島根県審査）結果について第1次審査（島根県審査）結果について

最優秀賞　安来市立第一中学校PTA   「清　流」 
優 秀 賞　松江市立湖南中学校PTA   「ひろばこなん」 
優 秀 賞　安来市立十神小学校PTA   「学　鐘」 
優 良 賞　松江市立川津小学校PTA   「らくざん」 
優 良 賞　松江市立津田小学校PTA   「まつばら」 

優 良 賞　出雲市立今市小学校PTA   「ウキウキ発信」 
優 良 賞　江津市立津宮小学校PTA   「つのみや」 
優 良 賞　益田市立益田小学校PTA   「ななお」 
優 良 賞　松江市立八雲中学校PTA   「星　雲」 
優 良 賞　江津市立桜江中学校PTA   「わかあゆ」 

家庭教育委員長 中村　美帆

「母親委員会」から
　　　　「家庭教育委員会」へ

　昨年度まで母親委員会でした。今年度から家庭教育委
員会に代わり、どのように活動していくのかを話し合って
いるところです。

〇なぜ母親委員会を
変更することになったのか？

　母親委員会の時は、各市郡のPTA会長さんとは別の
「女性」の方が女性代表や母親委員長として、県の役員を
担当していました。しかし、島根県は長く、移動も含めると
1日がかりの役員会は女性には負担であったこと、女性の
PTA役員が島根県は少ないこと、家庭から出にくい環境
の方が多いこと、また家庭事情、人口が少ない地域での
PTA役員の負担など沢山の意見があり、女性だけで活動
するのは難しいのではないか、今のこの時代において、
「母親」とするのはどうなのかといった話し合いが数年あ
り、名称がまず先に変更されました。

〇母親委員会の良かったことは
引き継いでいきたい

　母親委員会は前記の様な否定的意見が多いわけでは
ありません。女性だけだからこそ、いろいろな意見が出
て、子どもたちや今の親の状況に必要なことを話し合える
場でありました。そして年に1度開いていた大きな研修は
200人程度の女性が参加しての研修会であり、ゆったりと
したものであったと思います。各学校のPTA事業は女性

が活躍しているはずなのに、各市郡のPTA会長まで上
がってくると女性は1割程度です。女性の意見がPTAの中
で取り入れてもらうためにも必要な委員会でした。

〇家庭教育委員会の役割とは
　家庭教育委員会は、前記二つの内容を織り込んだう
えで、 ①『今』保護者や子どもたちが必要としていること
の情報の共有や、研修を行っていくこと。 ②女性に役員
を取りこむ組織をつくること。 ③県PTAとして各市郡の
学習状況や家庭や地域での状況など県全体に働きかけ
ていく必要のあるものを検討していくこと。 ④各家庭で
の家庭教育とは何かを考えるきっかけを提供すること。
など、柔軟にその時に合わせて、必要性を考えることを
行っていける委員会になっていく必要があると感じてい
ます。

〇最後に
　子育てにおいて、今必要と感じていることは何ですか？
個々に違うと思います。私が今一番必要と感じているの
は、子どもと寄り添うことです。中学生の子がいます。今の
方が小学生の時より子どもと話す時間も子どもの考えを
聞く時間も増えています。それでも本当に聞きたい事は
子どもから聞けていないように感じています。これから家
庭教育委員会の活動がより良い方向に向かうように、働
きかけていきたいと思います。



雲南市PTA連合会　会長 茂富加奈子

「教育」は「共育」
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　8月21日に北九州市で「第69回日本PTA全国研究大会」
が開催されました。北九州市は2018年にSDGs（持続可能
な開発目標）未来都市に指定されています。その理念であ
る『誰一人取り残さない』とう思いから、今大会のスローガ
ンは「じりつ、創造、尊重、調和、そして成長」と掲げられまし

た。なんともかっこいい、RPGの勇
者を目指すかのようなスローガン
です!コロナ禍の中で残念ながらオ
ンライン開催となり、自宅で視聴さ
せてもらいました。
　研究大会の記念講演は、事前に収録されたゲストによる
VTRを見ながら、パネリストの皆さんがトークしていくとい
う形で進められました。ⅤTRには芸人のEXITや、Mr.学習
指導要領と呼ばれている合田哲雄氏、映画「みんなの学
校」にもなった大阪市立大空小学校初代校長の木村泰子
氏など、有名でバラエティ豊かな方々が登場。『誰一人取り
残さない』という言葉を、何年も前から訴え続けてこられた
方々です。非常に熱く内容の濃い話で、こっそり心配してい
た睡魔に悩まされる時間は全くありませんでした。
　研究大会の中では、教育格差はGIGAスクール構想で解

決を目指し、障がいのある子どもたちと一緒に学べる環境
を整え、PTAを無くす…（え、コレPTAの大会ですが…？）先
進的で斬新で大胆な事例がたくさん紹介されましたが、皆
さんに共通していることは「今、目の前にいるこの子のため
に何をすればいいかを考え行動した結果」ということでし
た。まず、生徒も教師も保護者も行政も地域も、みんなが当
事者であり対等であると認識し行動すること。そのような
環境の中では、親も教師も失敗しながら、それを受け入れ

ることに寛容になれる。迷惑をかけた分、他の機会に元気
を届ける「迷惑と元気の貸し借り」ができる人間関係が理
想なんだということでした。すごい!!
　さて、PTAを無くしたという大空小学校元校長の木村泰
子氏の話ですが、実際はPTAをやめて違う組織を作ったの
だそうです。「P（親）」と「T（教師）」だけでは教育はできな
い。地域みんなが当事者になる会。他人事にせず、共に学
び育っていく「共育」が今、求められています。

大田市PTA連合会　会長 土江　隆文

「GIGAスクール構想とPTA」

益田市PTA連合　会長 田原　俊輔

「つろうて描く、
　　 わたしたちの未来」

　全国的に猛威を振るう新型コロナウイルスの感染拡大
が止まず、様々な配慮に目や心を配る毎日が続いている
ことと拝察いたします。ほんの数年前までは想像もしな
かったことが起こるという部分では、7月に県東部を中心
とした豪雨災害、お盆前後の長雨でも県内各所に甚大な
被害がありました。被災された方々にまずもってお見舞い
申しあげます。
　大自然の驚異を目の前にすると無力感を感じることが
あります。しかし、そんなときこそ強く感じられることがあ
ります。それは人と人との繋がりです。私たちの故郷･島根
にはまだまだ「地縁」が息づいています。損得勘定無しに
「困ったときはお互いさま」と手を差し伸べ合える関係性
こそ、これからの予測の難しい時代を乗り越えていく基盤
（セーフティネット）になると感じています。
　昨年度の緊急事態宣言下において、子どもたちが過ご
す空間･時間を、いかに学校に頼って過ごしてきたかとい
うことが浮き彫りになりました。ポストコロナの時代に
入っても、学校外の子どもたちの活動の場や時間、それを
誰がどのように支えていくかということは、「これからの時
代を生き抜く力」を育むためには大切な視点であると考
えます。とは言え、それを保護者や単位PTAの活動だけで

支えていくことは困難です。
　益田市では平成17年から「つ
ろうて子育て」をキーワードにし
て、地域学校協働活動を積み重ね
てきました。「つろうて」とはこの地域の方言で「連れだっ
て、一緒に」という意味です。地域の宝である子どもたち
を、地域全体で育んでいこうという考え方です。きっかけ
は「子どもたちのため」でありますが、「連れだって、一緒
に」活動した大人同士が繋がり、元気になり、やり甲斐を
感じながら15年。大人と共に地域で躍動する子どもたち
の姿が見られるようになりました。
　私も「親」という立場になり、10年。諸先輩方と共に過ご
して感じるのは、私たち大人が普段から生き生きと過ごし
ている姿を見せることの大切さです。
　第51回日本PTA中国ブロック研究大会･島根県益田大
会が11月6日に島根県芸術文化センターグラントワで開
催されます。今大会をきっかけにして、市町や県の枠組み
を超え、互いの取組を参考にしたり刺激をし合ったりする
PTA活動に繋がっていけば幸いです。
　大人同士が繋がり、生き生きと学び行動する姿を、「つ
ろうて」子どもたちに届けていきましょう。

　本年度、大田市PTA連合会会長を務めさせていただくこ
ととなりました、長久小PTA会長の土江隆文と申します。
　皆様には平素よりPTA活動にご理解ご協力を賜り、誠に
ありがとうございます。
　さて、文部科学省より改定のあった学習指導要領や、ICT
を活用したGIGAスクール構想など、新しい勉強の取り組み
に、より一層学校と保護者が連携を図り子どもたちの教育
のサポートが必要となってきました。PTAは保護者と教職員
の組織であり、学校現場の課題を共有し、ともに解決方法を
考えなければなりません。だからこそPTAの存在意義を再

認識し、新しい時代のPTAの在り方
を考えていかなければなりません。
　また、大田市PTA連合会として
それぞれの地域や、教育委員会、
警察などの関係団体と連携を図り、大田市の子供たちの
健全ですこやかな教育を支援したいと思います。
　大田市PTA連合会が皆様の活動の懸け橋となれるよう
努めてまいりたいと思います、皆様にはなにかとご協力を
お願いすることがあると思いますが、何卒宜しくお願い致
します。

島根県小学校長会　会長 越野　和胤

つながり、支え合う仲間に

　「みんながつくる　みんなの学校」。これは、私が勤務す
る松江市立内中原小学校PTAの合言葉です。
　「みんな」とは、子どもたちの保護者の皆さん、学校があ
る地域の皆さん、そしてその学校に勤務する教職員の皆さ
んなど、子どもたちの身近な人々を指します。また「つくる」
とは、子どもたちが一日の大半を過ごす学校の環境や地域
の安全などをつくり上げることを指しています。この合言葉
は、子どもたちにとってより良い環境の学校をつくるため
に、身近な大人が知恵を出し合い、協力し合おうという強
い思いを含んでいます。　
　PTAの皆さんの活動は、学級(学年)活動、登校時の見守
りや危険箇所点検などの地区活動、清掃などの美化活動、
ベルマーク収集などの教材備品や本など支援活動、広報
活動など多種多様です。活動を通して、学校(教職員)の様
子がわかったり、保護者同士が知り合いになったりして、今
の時期にしか築くことができない、人と人の「つながり」が
できることも魅力と言われます。
　ところで、これからの社会は、情報化やグローバル化が加

速度的に進展するとともに、様々な
社会環境の変化、価値観の多様化
も一段と進むなど、予測できないほ
どの変化が起きると言われていま
す。島根県には、現在300校ほどの公立小中学校がありま
す。そこには、約5万人の児童生徒が在籍し、約5千人の教職
員と多数の保護者の方々が関わっています。各学校のPTA
の皆さんは、豊かな自然、歴史・伝統、文化といった地域それ
ぞれの魅力や教育資源を生かし、今の時代を感じながら地
域に開かれた独創性のあるPTA活動を実施されています。
　これからのPTA活動は、学校ごとの特色を生かし、時代
に合わせた新しい技術を取り入れ、効率化を図ることが大
切ではないでしょうか。そして、活動内容を少しずつ変化さ
せ、「みんなでつくる」活動ができればと思います。子どもを
活動の中心に置き、大人が互いにつながり合って、温かく
囲み、子どもたちがふるさと島根を学びの原点に、主体的
に協働的に学び合って成長を支える組織でありたいと思
います。


